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はじめに

１９３１年９月１８日，関東軍の謀略によって奉

天郊外の柳条湖で満鉄の線路が爆破され，満

州事変が勃発した。関東軍は早くも翌１９日に

奉天城を占領，２１日に吉林に出動した。関東

軍のこのような動きに朝鮮軍も呼応し，同軍

司令官・林銑十郎は２１日独断で越境して満州

に進軍する。関東軍はその後も破竹の勢いで

次々と満州の主要都市を占領，翌３２年１月３

日には張学良軍の本拠地である錦州を陥落さ

せ，３月１日に傀儡国家・満州国を建国した。

関東軍の軍事行動は３３年５月の塘沽停戦協定

で一段落し，その後は華北分離工作に向かう

ことになる。

関東軍のこうした作戦は当然巨額の軍事費，

具体的には日本の一般会計における「満州事

件費」（１）の計上となった。

そこで本稿は，陸軍省『満受大日記』所収

の「満州事件費使用方ノ件」と題する資料群の

内容を検討することによって，満州事件費の

特質の一端を解明してみたい。

Ⅰ 陸海軍省所管「満州事件費」の動向

まず表１が陸軍省所管の満州事件費の推移

である。１９３１（昭和６）年度に予算額６５０万

円が計上されているのは，もちろん当初予算

ではなく（予算編成時には満州事変は始まっ

ていない），同年度の追加予算による。また

同費は，翌３２年度から急増し，３６年度まで毎

年１億３０００万円～１億８０００万円に上り，日中

戦争が勃発する３７年度には，２億６千万円に

膨張した後，３９年のノモンハン事件による大

幅増を経て，４０年度にようやく縮小している。

一方，予算と決算の差額を追うと，３６年度ま

では決算が予算を上回っているが，その後は

下回り，軍事費が次第に日中戦争の戦費に傾

斜していくことを示している。

総じて，満州事件費は当該期の陸軍省費決

算額の３０％～４０％を占め，日中戦争を契機に

設置される臨時軍事費特別会計の発足以前に

おいては，一般会計の陸軍省費が軍事費の中

心であるから，満州事件費こそが陸軍省費膨

張の主因となっていることは明らかである。

陸軍省所管の満州事件費を満州国の陸軍費，

すなわち満州国の陸軍費と比較すると（表１

最下段，１９３５年度は満州国の財政年度の変更

による半年間の計上），満州国の軍事費は満

州事件費の２０％～３０％弱である。換言すれば，

日本は満州国の「対ソ防衛」のため，あるい

は反満抗日運動掃討のために満州国の３～５

倍の軍事費を投入していることになる。

満州国は建国直後の１９３２年３月１０日，執政・

溥儀が関東軍司令官・武藤信義に書簡を送り，

満州国の国防と治安維持を日本に委託し，そ

の費用はすべて満州国が負担すると約してい

た（２）。しかし実際は，日本側が支払う軍事費
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１，０３８ （２．１） ２，９９３ （１．６） ２，７１２ （１．６） １，６３４ （１．２） ２，１１０ （１．２） ２，８９２ （１．５） ３，２１３ （１．３） １０ （０．０） ２７１ （０．１） ２２ （０．０）

召集諸費
０ （０．０） ０ （０．０） ０ （０．０） � � � � � � �
２６０ （０．５） １６２ （０．１） ０ （０．０） � � � � � � �

賞与
０ （０．０） ０ （０．０） ０ ０ ０ ０ ０ （０．０） � � �
５６３ （１．２） ９７０ （０．５） １，３６７ （０．８） １，６３０ （１．２） ２，１２１ （１．３） ２，７５８ （１．５） ２，３９５ （１．０） � � �

給与
� ０ （０．０） ０ ０ ０ ０ ０ � � �
� ３４１ （０．２） ６１１ （０．４） ３７４ （０．３） ４００ （０．２） ４１６ （０．２） ４６３ （０．２） � � �

軍用鳩・軍用犬諸費
� � � � ４３ （０．０） ５８ （０．０） ８０ （０．０） � � �
� � � � ５３ （０．０） ７２ （０．０） ８０ （０．０） � � �

靖国神社臨時大祭寄付金
� ４５ （０．０） � � � � � � � �
� ４５ （０．０） � � � � � � � � � �

満州事件費予算計（A） ６，５６７（１００．０）１８３，１３２（１００．０）１４５，９９０（１００．０）１３３，８３４（１００．０）１６２，３５９（１００．０）１８３，２７３（１００．０）２６９，６１３（１００．０）１４４，１１７（１００．０）３６９，１２３（１００．０） ９６，９６３（１００．０）

同決算計（B） ４８，４８５（１００．０）１８５，９８９（１００．０）１６８，０５９（１００．０）１４１，５６９（１００．０）１６８，８９２（１００．０）１８８，５１０（１００．０）２５２，０５７（１００．０）１２８，６３６（１００．０）２９５，３０８（１００．０） ９６，９４９（１００．０）

満州事件行賞諸費予算 � � １０８ ２，６４５ ２，０５８ ２，０５８ ８０７ １，０５７ ２３８ １８５

同決算 � � ３８ ９０４ １，３４２ ２，０９９ ７８２ ９９３ ８８８ ９４

陸軍省予算総計 １９５，１８６ ４００，４４９ ４４８，１２３ ４５３，６９５ ４９２，９５８ ５１１，３８３ １，０３１，３７３ ５６６，７５５ １，０００，４０２ １，２７５，０４６

同決算総計（C） ２２７，４８８ ３７３，５７５ ４６２，６４４ ４５８，５２８ ４９６，５５８ ５１０，７１９ ５９１，４７５ ４８７，５００ ８２５，０７５ １，１９２，４６９

（B）／（C） （２１．３） （４９．８） （３６．３） （３０．９） （３４．０） （３６．９） （４２．６） （２６．４） （３５．８） （８．１）

満州国陸軍費予算（D） � ２８，０８０ ３４，５３２ ３５，６８５ １８，２０５ ３６，４１５ ３８，２５３ ４１，５３５ ４６，９２０ ５８，９３２

（D）／（A） � （１５．３） （２３．７） （２６．７） （１１．２） （１９．９） （１４．２） （２８．８） （１２．７） （６０．８）

表１ 陸軍省所管満州事件費 （１，０００円）

出所：『陸軍省経費決算報告書』各年度，満州国陸軍費は，平井廣一「満州国一般会計目的別歳出予算の動向」（北大『経済
学研究』第５２巻第４号 ２００３年）（原資料は満州国の各年度『総予算』）。

（備考）
①１９３１年度の予算は追加予算，１９４０年度の予算は当初予算ではなく予算決定後の増加額。
②「靖国神社臨時大祭寄付金」は，１９３３年度以降「靖国神社寄付金」として独立計上されている。
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は表１のように巨額であり，これに対して満

州国はその一部を負担すべく一般会計に「国

防分担金」を予算計上したが，その金額は１９３４

年度で９００万円，３５年度が５００万円，３６～３８年

度が１９５０万円に過ぎず（３），満州事件費よりは

るかに少額であった。

なお，満州事変関係の陸軍省経費では，同

表にあるように「行賞諸費」が毎年２００万程

度あった。同費が独立した項目になっている

のは，軍が満州事変の論功行賞を重視してい

た証左となる。

次に，満州事件費はどのような科目によっ

て構成されているのかを見よう（表１）。俸

給から靖国神社への寄付金まで２３費目が上がっ

ている（４）が，兵器費と築造費が２本柱であり，

運輸費と糧秣費がそれに続くいうところであ

ろうか。俸給・被服費・機密費も一定の比率

を保って支出されており，無視はできない。

きわめて大雑把な区分として，俸給と傭給

（軍の傭人に対する給与），一時賜金，諸手

当を人件費，その他を物件費とすると，その

割合は前者が１５～２０％，後者が８０～８５％程度

であり，圧倒的に物件費が多い。

各費目の中で最大の比率を占める兵器費

は，３２・３８年度の２年度で突出した比率を記

録している。３２年度は満州事変の展開によっ

て戦闘が激化したためであろうし，３８年度は

同年７月の張鼓峰事件による増加である。３９

年８月のノモンハン事件では，満州事件費は

兵器費より築造費が急増している。

運輸費は一貫して１０％内外の地位にある。

築造費は１５％程度であり，３８年度から総額の

約半額を占めて圧倒的な地位にある。満州事

変は実質的には戦争であるから，兵器費が重

要な支出費目となるのは当然であるが，その

他にも軍隊・兵器の輸送費や各種戦闘設備の

建設に多大の費用が用いられていることがわ

かる。また糧秣（食糧）費，被服費，機密費

も安定的な支出を示している。これらのさら

に細かい使途については後に検討する。

次に，表２が海軍省所管の満州事件費であ

る。全体として同省の満州事件費は「上海事

変」に際して艦艇を派遣した１９３２年度に約８０００

万円を計上した後は年額約１０００万円程度にと

どまっている。また費目の構成は陸軍省費と

かなり異なっているが，造船造兵及び修理費，

艦営費及び機密費が大部分である。このうち

１９３２年度の満州事件費については，上海事変

の際に海軍が派遣した艦艇費である「艦艇派

遣諸費」を別枠で示している。当然のことで

はあるが，海軍省の満州事件費では造兵造船・

修理費が総額４０００万円の大部分を占める。ち

なみに，この４０００万円は同年度における陸軍

省の満州事件費予算１億８３００万円（表１）の

約１８．５％となる。

このように海軍省の満州事件費は１９３２年度

を除くと年間１０００万円程度で，概ね省費総額

の２％～５％程度である。満州事変を契機と

する財政膨脹は海軍よりも陸軍の方がはるか

に大きかったのである。

「満州事件費」はどのように使われたか（１）
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１９３２ １９３３ １９３４ １９３５ １９３６

俸給
３，５８９（４．７） ３，１９６（２０．５） ２，３１４（１９．９） １，６９０（１７．６） １，８８３（１６．５）

２，６２０（３．３） ２，４５７（０．６） １，８１３（１５．６） １，２９６（１３．０） １，５７７（１３．８）

庁費
３５１（０．５） ３９１（２．５） ２４７（２．１） １９９（２．１） ２３３（２．０）

４５０（０．６） ３７３（１．７） ４３９（３．８） ３６０（０．１） ３６３（３．２）

雑給及び雑費
２，４０２（１．１） １，６４２（１０．５） １，５５６（１３．４） １，３０５（１３．６） １，３４４（１１．８）

８４７（０．４） ８７１（４．０） ９０５（７．８） ９４４（９．５） １，１１０（９．７）

衣糧費
１，２６７（１．７） １，１８３（７．６） ７３４（６．３） ６５６（６．８） ７４３（６．５）

１，８０４（２．３） １，３１５（６．１） ８３０（７．１） ９７６（９．８） １，３４１（１１．８）

造船造兵及び修理費
５４，９３４（７２．５） ２，４１７（１５．５） １，６５１（１４．２） １，２６２（１３．１） ２，３８１（２０．９）

５９，１２３（７８．０） ６，４９６（３０．１） ２，６８７（２３．１） ２，３３６（２３．５） ２，０４５（１７．９）

患者費
８０１（１．１） ６１９（４．０） ３１２（２．７） ２４９（２．６） ２６６（２．３）

８２６（０．１） ６９０（３．２） ３２３（２．８） ２５７（２．６） ２８１（２．５）

艦営費
６，８４７（９．０） ３，３２３（２１．３） ２，７５５（２３．７） ２，４６１（２５．６） ２，６９９（２３．７）

３，４３８（４．４） ２，１５１（１０．０） １，２１３（１０．４） ８９８（９．０） １，０４１（９．１）

水路費
２０２（０．３） １７７（１．１） １４６（１．３） １４９（１．５） １５９（１．４）

２０７（０．３） １８１（０．８） １４６（１．３） ６０（０．６） ９１（０．８）

教育諸費
３（０．０） ４（０．０） ３（０．０） ２（０．０） ２（０．０）

７（０．０） ５（０．０） ６（０．１） ４（０．０） ２（０．０）

扶助費
３４（０．０） ２７（０．２） ２３（０．２） ２６（０．３） ２７（０．２）

１４（０．０） ２４（０．１） １４（０．１） １２（０．１） １５（０．１）

接待費
１０５（０．１） ９６（０．６） ９３（０．８） ７７（０．８） ８３（０．７）

１０５（０．１） ９８（０．５） ９３（０．８） ７７（０．８） ８４（０．７）

機密費
１，６２５（０．２） １，９８０（１２．７） １，６８０（１４．４） １，４００（１４．６） １，４００（１２．３）

１，６５５（２．１） １，９８０（９．２） ２，２８０（１９．６） １，８００（１８．１） １，７８２（１５．６）

営繕費
２，７１３（３．６） １９０（１．２） ０（０．０） ８２（０．９） １２２（１．１）

６，９３３（８．８） ３，８７１（１７．９） ２４４（２．１） １７３（１．７） １，１１３（９．８）

船舶費
４７３（０．６） ２５０（１．６） ５０（０．４） ５０（０．５） ５０（０．４）

２３２（０．３） １７３（０．８） ３１（０．３） ２５（０．３） ２３（０．２）

一時賜金
２５２（０．３） ０（０．０） ０（０．０） ０（０．０） ０（０．０）

２００（０．３） ３４（０．２） ７７（０．７） ２０（０．２） ８（０．１）

戦時特別給与品費
２０４（０．３） ８（０．１） １（０．０） � � � �
５７（０．１） ５（０．０） ４（０．０） � � � �

武功調査費
� ６５（０．４） ６５（０．６） � � � �
� ４２（０．２） ５４（０．５） � � � �

雑費
０ � � � � � � � �
０ � � � � � � � �

賞与
０ ０（０．０） ０（０．０） ０（０．０） ０（０．０）

４７６（０．６） ６９０（０．３） ３５０（３．０） ５６５（５．７） ３９２（３．４）

軍艦要港費
０ ０（０．０） ０（０．０） ０（０．０） ０（０．０）

２７（０．０） １３９（０．６） １３２（１．１） １２１（１．２） １２４（１．１）

満州事件費予算計 ７５，８０９（１００．０） １５，５７４（１００．０） １１，６３７（１００．０） ９，６１２（１００．０） １１，３９８（１００．０）

同費決算計（A） ７９，０３０（１００．０） ２１，６０２ １００ １１，６５２（１００．０） ９，９３７（１００．０） １１，３９７（１００．０）

満州事件行賞諸費（予算） � ３５ １，６０６ ０ ５８９

同費 （決算） � ９ １６４ ７５０ ２７０

海軍省予算総計 ２１１，８８７ ４０３，７７１ ４８９，１４７ ５２９，７８３ ５８２，５８２

同決算総計（B） ２２７，１２８ ４０９，９７５ ４８３，３５２ ５３６，３７８ ５６７，４５０

（A）／（B） （３４．８） （５．３） （２．４） （１．９） （２．０）

表２ 海軍省所管満州事件費 （１，０００円）

出所：『海軍省所管経費決算報告書』各年度。

Ⅱ 関東軍の「満州事件費」

満州事件費の細目は，一般会計の予算・決

算書では表１（陸軍）と表２（海軍）で示し

た以上のことはわからない。そこで「満州事

件費使用方ノ件」という一群の資料を検討す

る必要があるが，その前に満州事変の実行部

隊である関東軍の編成について記しておく必

要がある。

関東軍は，１９１９年４月の「関東軍司令部条

例」によって行政機関としての関東庁から独

立したが，関東州・満州に独自の部隊を持っ

ているわけではなく，その常備兵力は，満鉄

の警備を担当する独立守備隊６個大隊（約５４００

人）と本土から２年交代で派遣される１個師

団（約５０００人）であり，関東軍司令官はこれ

らの兵力を統率していた（５）。

３１（昭和６）年９月に満州事変の勃発時に

満州に駐箚していたのは，同年４月に派遣さ

れた第２師団であり（６），以後は図１のような

各師団が交代で派遣，駐箚していた。したがっ
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て満州事件費の全体を明らかにするためには

これらの各師団はいうまでもなく，師団とい

う単位ではなく，旅団や連隊，大隊を派遣し

ていた師団の満州事件費の検討しなければな

らない。

例えば，１９３２年１月３日の錦州占領時の関

東軍の軍隊区分（７）は，（１）第２師団，（２）

第２０師団…混成第３９旅団・混成第８旅団・独

立飛行第８中隊・野戦重砲兵第６連隊第２大

隊・関東軍第１野戦自動車隊・戦車隊・車載

機関銃隊・第１・３・４装甲列車・装甲自動

車・関東軍第１輸送監視隊・無線電信第１小

隊，（３）独立守備隊，（４）混成第４旅団，

（５）吉長警備隊，（６）関東軍飛行隊，（７）

関東軍直轄隊…独立野戦重砲兵第８連隊第４

中隊・関東軍電信隊・関東軍野戦第２自動車

隊・関東軍衛生隊・臨時野戦病院・関東軍第

２輸送監視隊・関東軍患者輸送部班となって

おり，独立守備隊や第２師団以外の師団の支

出する満州事件費も同時に検討する必要が

ある。

そこでまず独立守備隊を中心とする関東軍

が使用する満州事件費の推移をみよう。表３

は関東軍司令官が陸軍大臣に申請した満州事

件費とその認可額である。同表によれば，満

州事件費は，３１年１２月分や３２年２月分などの

ように１カ月ごとに申請されている場合，３１

年１１月～３２年２月分，３２年４・５月分のよう

に複数月で申請されている場合，３３年度や３４

年度のように，ある月までの金額が申請・認

可されている場合がある。このうち３４年度に

ついては，表３では年度の申請額として６９００

万円が記載してあるが，この金額は，同年の

７月３１日，８月８日，８月１４日，８月３１日と

いうように多数回に分けてその都度臨時に各

費目が申請され，累積額が最大となる２月２０

日の申請額である。

同表によれば，満州事件費を構成する各費

目は，陸軍省の同費（表１）と同様に俸給に

始まり軍用犬諸費までが計上されている。資

料上の制約から申請月が連続せず，そのため

年度全体の支出額が確定できないという限界

があるが，今のところはこの程度のデータで

満足するしかない。

まず事変が始まって２カ月後の３１年１２月分

及び同年１２月～３２年２月の追加分の経費を検

図１ 常設師団の満州駐屯時期

出典：「平時における陸軍主要団隊配備表（満州事変直前期）」（秦郁彦編『日本陸海軍総合事典』５０８～５１１頁）。
（備考）
①第２師団の満州派遣は３１年４月。
②第９師団の１９３２年２月～５月，第１１師団の３２年２月～３月の駐屯は上海事変による。
③朝鮮を編成地とする第１９，第２０師団については，第１９師団所属の混成第３８旅団及び第２０師団所属の混成第３９旅団の駐屯期を示した。

「満州事件費」はどのように使われたか（１）
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討する。認可総額は両方とも３０万円程度で，１２

月分については申請額の半額が認可されてい

る。さらに翌３２年の２月及び３月に入ると，

申請・認可額ともに１００万円を超えている。

１９３１年度の経費は３２年３月までであるから，３２

年３月末現在の申請あるいは認可額がわかれ

ばよいのだが，この年度は各月の支出額しか

判明しないので，仮に３１年９月～１２月分を同

表の１２月分６０万円の３カ月分として１８０万

円，１月～３月分を同表の２月分月額１００万

円を充てて３００万円とすると，３１年度の事件

費は６カ月分で４８０万円となる。この金額を

表１の陸軍省の満州事件費と比較すると，予

算額６５０万円には近いが決算額の４８００万円に

ははるかに及ばない。

翌３２年度はどうか。この年度も年度末現在

の申請額あるいは認可額が不明なので単月分

を積算するしかない。表３で３２年４・５月の

２カ月分が約３００万円，３３年２・３月の同じ

く２カ月分が１１００万円であるから，単純に計

算して１カ月１５０万円～５５０万円，これを１２倍

すると１８００万円～６６００万円となる。この金額

に表３にもあるようにその時々の追加分が加

わることになる。表１では３２年度の事件費は

予算決算とも１億８０００万円を記録しているか

ら，関東軍の計上した満州事件費はこの金額

の１／１０～１／３である。

次に，３３・３４年度はそれぞれ年度末の申請

額・認可額がわかる。このうち３３年度は，ま

ず９月末現在の認可額が５７００万円であり，１０

１９３１年１２月分申請額 同認可額 ３１年１１月～３２年２月追加分申請・認可額 ３２年２月分申請額 同認可額 ３２年３月分申請額 同認可額 ４・５月分申請額 同認可額 ６・７月分申請額（追加分） 同認可額

俸給 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ６１４，９７０ ６１４，９７０ （２１．２） ‐

需品費 １０１，７８０ ５０，０００ （１４．２） ２２，６３０ （７．５） １７５，９６５ １７５，９６５ （１６．９） １０５，５１７ ８５，０００ （５．９） １６１，８１５ １６０，０００ （５．５） １０，６６１ ７４，０００ （１４．３）

郵便電信費 ８，５８０ ５，０００ （１．４） １，８９０ （０．６） ８，３６７ ８，３６７ （０．８） １２，４９４ １１，５００ （０．８） １７，８２５ １７，８２５ （０．６） ４，０５８ ４，０００ （０．８）

糧秣費 １２３，４２０ １０８，７４０ （３０．８） ４３，９０６ （１４．５） ４６５，７２３ ４６５，７２３ （４４．７） ４０８，０８８ ４０８，０８８ （２８．４） ８４３，７７７ ８４３，７７７ （２９．１） ７７，１１９ ７７，１１９ （１４．９）

被服費 （０．０） ２２６ （０．１） ８，６０３ ８，６０３ （０．８） １０，９４１ １０，９４１ （０．８） １９，６１６ １９，６１６ （０．７） ４，６０２ ４，６０２ （０．９）

兵器費 ２１７，８３０ ４５，０００ （１２．７） ３３，８８６ （１１．２） ７９，８５３ ７９，８５３ （７．７） １０５，１３３ １０５，１３３ （７．３） １０６，４５０ １０６，４５０ （３．７） ２０４，４０３ １７３，２６６ （３３．４）

馬匹費 ２，１２０ １，７８０ （０．５） ２２，０９９ （７．３） ５，１５４ ５，１５４ （０．５） ６，３６７ ６，３６７ （０．４） ７，２６１ ８，７６１ （０．３） ９５０ ５００ （０．１）

演習費 ‐ ‐ ‐ ‐ ０ ０ （０．０） ‐ ‐ ‐ １，７３０ １，７３０ （０．１） ６７６ ６７６ （０．１）

患者費 ４，３２３ ４，３２３ （１．２） ８，６２８ （２．９） ８，７２５ ８，７２５ （０．８） ５，９３３ ５，９３３ （０．４） １６，８８０ １７，１８２ （０．６） ４５０ ４５０ （０．１）

運輸費 ４３，７０５ ３１，８５０ （９．０） ４５，２５８ （１５．０） ９０，６２２ ９０，６２２ （８．７） １７６，６７０ １７６，６７０ （１２．３） １５６，８１９ １５６，８１９ （５．４） ７０，２０２ ７０，２０２ （１３．５）

築造費 １９，３７３ １０，０００ （２．８） ２，０１５ （０．７） ３０，３４１ ３０，３４１ （２．９） ４４８，０００ ４００，０００ （２７．８） ５２７，８８８ ５２７，８８８ （１８．２） ０ ０ （０．０）

旅費 ３０，６８４ １８，０００ （５．１） ３７，９１３ （１２．５） ２８，０６０ ２８，０６０ （２．７） ３０，３８８ ２５，０００ （１．７） １３６，０６０ １０５，０００ （３．６） ４０，８３３ ４０，８３３ （７．９）

傭給 ２９，７８０ ２５，０００ （７．１） １６，１８８ （５．４） ６２，９３６ ６２，９３６ （６．０） ７８，５８１ ７８，５８１ （５．５） １５３，８１２ １５３，８１２ （５．３） ４８，８３６ ４０，０００ （７．７）

諸手当 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐‐ ２，０５０ ２，０５０ （０．１） １０，９８５ １０，９８５ （２．１）

接待費 ‐ ‐ １０，０００ ０ （０．０）‐ ６，７１０ ６，７１０ （０．２） ０ ０ （０．０）

雑費 ５５，９３４ ５３，３００ （１５．１） ３７，６６５ （１２．５） ７７，１６４ ７７，１６４ （７．４） １２３，６９７ １２３，６９７ （８．６） １５９，１２７ １５９，１２７ （５．５） ２４，１４０ ２４，１４０ （４．７）

給与 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

賞与 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ９５ ９５ （０．０）

軍用鳩諸費 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

軍用犬諸費 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

計 ６３７，５３３ ３５２，９９３ （１００．０） ３０２，３０６ （１００．０） １，０５１，５１８ １，０４１，５１８ （１００．０） １，５１１，８０９ １，４３６，９１３ （１００．０） ２，９３２，７９０ ２，８９５，００７（１００．０） ５８８，０１０ ５１８，７１９（１００．０）

３３年２・３月分申請額 同認可額 ３３年４～６月分申請額 同認可額
３３年９月末現在
認可額

１２月末現在
申請・認可額

３４年３月末現在
申請・認可額

１９３４年度９月末現在
申請・認可額

１９３４年度申請額 １９３５年度申請額

１２，３７０ １２，３７０ １２，３７０ （０．０）

４７１，２４９ ４７１，２５５ （４．２） ４０２，５６１ ２０３，９１４ （１．７） １，５２３，５２７ ２，５２０，２２８ ３，１２８，５４６ （３．８） ２，６９３，５９３ ４，５７８，９２８ （６．６） ３，１８０，０００（５．３）

１３３，４５８ １３３，４５８ （１．２） ５０，０５８ ５０，０５８ （０．４） １９５，１８８ ２５８，５９２ ５２１，２３５ （０．６） ３００，０５０ ５３９，０４９ （０．８） ５００，０００（０．８）

１，５６４，７４２ １，５６４，７４２ （１４．０） ２，７６２，０９６ ２，７６２，０９６（２３．４） ５，１３２，４６０ ７，９８７，３０３１０，２６１，６０６ （１２．５） ２，８６３，０００１３，３８９，４５８（１９．３） ４，９４５，０００（８．３）

１９，５０５ １９，５０５ （０．２） ５５，５２０ ５５，５２０ （０．５） ６９５，８４０ ８，１４０，００３ １，１１８，５６８ （１．４） ４，０２２，０００ １，６９６，５４７ （２．４） ４，８７７，０００（８．２）

１，０００，６８７ ７００，０００ （６．３） ２，４２９，４９９ ２，０７７，０００（１７．６） ３，９６５，９１８ ５，９０７，４２０ ７，３１０，８８１ （８．９） １，８６９，２０４ ６，０５６，８０１ （８．７） ２，７８７，０００（４．７）

２６，９９０ ２６，９９０ （０．２） ６１，８８３ ５０，０００ （０．４） ９９，３１６ １５８，６４３ ３３５，２９２ （０．４） ９７，６００ ２１６，３０３ （０．３） １４２，０００（０．２）

３９，７９４ ３５，０００ （０．３） ５０，３９３ ５０，３９３ （０．４） １４７，２４８ ２０９，０５２ ３４４，４５６ （０．４） ９０，０００ ９９４，７８１ （１．４） ３，６６２，９００（６．１）

５５，７８４ ５４，７７８ （０．５） １５４，５４７ ３９，２００ （０．３） １３８，７１５ ２９８，０３３ ３３９，７８９ （０．４） １８９，５１２ ５５６，４８１ （０．８） ３９７，１１０（０．７）

１５，５６３，６３５ ７，０４３，６３５ （６３．２） ５，２５５，５２２ ５，２５５，５２２（４４．６） ２０，７５６，７０９ ２８，２７６，１９８２９，４２５，７３０ （３５．９） １，２０８，５００１３，１３４，９４１（１８．９）１１，４００，０００（１９．１）

０ ０ （０．０） ‐ ‐ ‐ ２０，８１０，８１６ ２０，８１０，８１６２１，８２０，８１６ （２６．６） ２２，０８９，６０８２２，９３６，６０８（３３．０）２２，６４０，０８１（３７．９）

４０４，４６４ ４０４，４６４ （３．６） ５６４，１３７ ４５，０００ （０．４） １，２１６，８２９ ２，４９４，７２２ ２，６２４，５００ （３．２） ４５８，７０４ １，６０５，７８４ （２．３） １，９００，０００（３．２）

４５２，７５０ ４５２，７５０ （４．１） ７４０，２８１ ５５０，０００ （４．７） １，１８５，３５７ ２，４３１，２８２ ２，９１８，６１１ （３．６） １，２１３，５２３ ２，７２４，３５１ （３．９） ２，２００，０００（３．７）

１０，４７７ １０，４７７ （０．１） ‐ ‐ ‐ １，２００ １，２００ １，２００ （０．０） （０．０） ７０，０００（０．１）

０ ０ （０．０） ‐ ‐ ‐ ４０，０００ ４０，８００ ３５，３００ （０．０） ３８，４００ ４２，４００ （０．１） ６０，０００（０．１）

２２２，０３３ ２２２，０３３ （２．０） ４３３，８３３ ２５０，０００ （２．１） ７９０，６２９ １，５６４，６４６ １，８３５，０８３ （２．２） ６０５，５００ １，２０６，７９７ （１．７） ９０，０００（０．２）

１，７３４ １，７３４ （０．０） ２，６３４ ５，９５６ ６，６６６ （０．０） ４，５７７ ２５，３６６ （０．０） １８，０００（０．０）

（０．０） １，５７５ ３，８２３ （０．０） ２，０００（０．０）

（０．０） ９，５７５（０．０）

（０．０） ３０，０００（０．１）

１９，９６５，５６８ １１，１３９，０８７ （１００．０） １２，９６１，８６４ １１，７９５，２３７（１００．０） ５６，６９６，７５７ ７３，７９１，２６３８１，８８０，６７１ （１００．０） ３７，７４５，３４６６９，４８６，６２５（１００．０）５９，７２１，２２４（１００．０）

表３ 関東軍所要満州事件費 （円）

出所：関東軍司令部「満州事件費使用方ノ件」（C０４０１０１１２０６００，C０４０１０１１２０６００，C０４０１１１９９８００，C０４０１１１４３８００，C０４０１１２０１１００，
C０４０１１２８２２００，C０４０１１４３５９００，C０４０１１５８４５００，C０４０１１７４５９００，C０４０１１７４５９００，C０１００２９９７１００，C０４０１１９８６０００，C０４０１２１４４９００，
C０４０１２１６７９００）

（備考）
①３１年１１月～３２年２月追加分とは，３１年１２月２５日以降配属の混成第３８旅団，混成第８旅団及び特設部隊の事後申請分。
②１９３５年度は，３５年５月１０日申請額。
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～１２月申請分を加えた金額が右の１２月末現在

申請・認可額である。したがって，俸給・築

造費・諸手当のように９月末の認可額と１２月

の認可額が同じ場合は，１０～１２月にあらたな

申請額がなかったことを意味する。次の３４年

３月末の申請・認可額も，俸給や諸手当のよ

うに金額に変化がない項目は１月～３月に新

規の申請がない。したがって３３年度に関東軍

が申請した満州事件費は８２００万円となる。

３４年度については，表の６８００万円が３５年３

月１６日の申請額である。このうち需品費と旅

費，傭給については臨時申請額がそれぞれ需

品 費３７４５円（認 可 額１２４５円），旅 費９７２５円

（認可額８２２５円），傭給５５３円（認可額も同じ）

ときわめて少額の追加分が計上されているの

みであるから，この６８００万円が３４年度の認可

額と考えてよい。

最後に３５年度については，表３の６０００万円

という金額は，同年５月１９日申請の築造費増

額２４万６０００円（認可額２４万円）等２６万６０００円

を含んだ金額である。５月申請であるからそ

の後の増加分を見込まねばならない。

こうして見積もった３３・３４・３５年度の関東

軍の満州事件費８２００万円，６８００万円，６０００万

円を表１の陸軍省所管の事件費予算１億４６００

万円，１億３４００万円，１億６２００万円と比較す

ると，それぞれ５６．２％，５０．７％，４２．０％とな

る。したがってこの数値から判断すると，関

東軍以外に満州事件費を計上している組織が

あることがわかる。

総額の検討の次は，各費目の構成の特徴を

探る。表１の俸給から軍用鳩・軍用犬諸費ま

でのうち，軍用鳩・軍用犬所費は表１と同様

に１９３５年度に初出するが，その他の経費は当

司令部 経理部 兵器部 軍医部 獣医部 倉庫 衛戍・野戦病院 旅順要塞司令部 独立守備隊司令部 守備隊歩兵第１～第６大隊 臨時野戦重砲兵大隊 憲兵本部
俸給 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
需品費 ５，１８３ ３６，６４７ ５８０ ５２５ ５，９８２ ８０５ １５，８５６ ６７０ ８，３００
郵便電信費 １，５５６ １，１７３ ６５３ ３９７ ５６ ７８３ １００ ４１０
糧秣費 ８，９８０ ８，７０７ ５８２ １，４５３ ４，６９２ １２ ５３７ ４５，５９５ １，９４０ １３，０００
被服費
兵器費 ６，９９０ １９５，４００ １，１５４ ２００
馬匹費 ３２４ ４０ １，２００ １５１ ２０ １５
演習費
患者費 １，５７４ ２，７４９
運輸費 １，２９０ １１，８５６ １４，５００ ２，９４１ ２６２ ９９ ３，３２７ １００ ２６０
築造費 １５，１０８ １，９９０ ５０
旅費 ５，７９６ ３，５７６ ２，０００ ２９７ １，０９９ ７０４ ５，４９３ １０８ ６５０
傭給 ７，３３１ ４，５１４ ５９６ １，２３８ １，３５４ ２，９１８ ２７７ ４，７００
諸手当
接待費 ３０
雑費 １５，１１８ ４，００６ １，６００ １，２６１ ６００ １，９４７ １，３０９ ２９０ １，１２３ １０，１５０ ３３０ ２，９００
給与
賞与
機密費 ２，０００

計 ４５，２５４ ９２，９０４ ２１２，６７８ ３，８４１ ６４０ １１，８２９ １７，８４４ １，１０５ ２，５２２ ８７，４２１ ３，７４５ ３２，３１５

飛行隊・同材料廠 混成第３９旅団司令部・同歩兵大隊 騎兵第２８連隊第２中隊 野砲兵第２６連隊 工兵第２８大隊第１中隊 兵站司令部・同支部 停車場司令部 長春線区支部 長春病馬収用所
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

７，２７４ １９，０７０ ６０ １１８ ２７５ ２６０ １４１ ５ １６

１，８１６ ７７０ １７ ５２ ３２ ５９ ３３５ １０

４，２４４ ２５，０８０ ８５０ ３，６０４ １，０８２ １，７７３ ９２３ ３６ ４５

１２，５００ １，２４０ ２９２ ５３
３００ １６ ４０ １４

５，２４０ ２，１６０ １００ １００ １，４６８
２，２２５

１，２６０ ６，０００ ２５０ ４８０ ２６０ １，９６９ ３４０
８９３ ２，５９０ １２１ １，８７０ １３２ １，２４３

３，３７０ ９，１５０ １４３ ７４０ ３９１ ８４７ ３７３ ６６ ６７

３６，５９７ ６８，５８５ １，５５７ ７，１９６ ２，２７２ ７，６７５ ２，１１２ １０７ １５２

表４ 関東軍３２年１２月分「満州事件費」申請額内訳 （円）

出典：「満州事件費使用方ノ件」（C０４０１１１２０６００～C０４０１１１２１３００）
（備考）
①衛戍病院は旅順・遼陽・鉄嶺に所在。
②兵站司令部は奉天に，兵站支部は長春・大連・泰東に所在。
③停車場司令部は奉天・長春・四平街に所在。

「満州事件費」はどのように使われたか（１）
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該期に継続した支出がある。

先にみたように，陸軍省の満州事件費（表

１）では兵器費と築造費が２本柱で，運輸費

と糧秣費がそれらを追うという流れになって

いたが，関東軍の満州事件費の構成比はその

ような動きと少し異なっている。まず３１年１２

月分では糧秣費が３０％で最大であり，以下雑

費，俸給，兵器費と続き，追加分では運輸費，

糧秣費，雑費の順である。３２年２月分では糧

秣費が総額の約半額になり，翌３月分は糧秣，

築造費が多く，次いで運輸費それに続く。

３２年度になると，６・７月の追加分のよう

に兵器費が多い月もあるが，他の経費は築造

費や運輸費などのようにかなり不安定な構成

になっている。

３３年度に入ると，３４年３月末の欄では運輸

費と築造費が圧倒的でこの２項目で全体の６０％

を超えている。次は糧秣費で，翌３４年度と３５

年度も年度途中ではあるが同様の構成比となっ

ている。これに対して兵器費の比率は総じて

低い。

ここで，表４によって，表３の３１年１２月分

申請額６３万８０００円の部局別の申請内訳をみる。

司令部，独立守備隊，野戦重歩兵大隊，憲兵，

飛行隊，混成第３９旅団（京城の第２０師団下の

平壌・第３９旅団が中心となった混成旅団），

騎兵中隊，工兵大隊等の戦闘部隊の他に，経

理部，兵器部等の中央部局，病院，兵站司令

部，停車場司令部等の関連部局等が配置され

ている。各費目について使用する部局をみる

と，需品費と糧秣費はどの部局でも申請があ

るのに対し，守備隊や混成旅団は運輸費，築

造費，傭給が比較的多くの金額を申請してい

る。兵器費はその大部分が兵器部による申請

である。また部局別では，兵器部と独立守備

隊，混成第３９旅団の申請額が多い。

このように，関東軍は，３１年１２月の時点で，

独立守備隊の他に師団の一部を指揮下に置い

ていたが，表５によって翌３２年２月分の需品

費の申請部隊名をみると，混成第４旅団（第

関東軍司令部 歩兵第３１連隊
経理部 歩兵第３２連隊第２大隊
陸軍倉庫 歩兵第３９連隊第３大隊
衛戍病院 歩兵第４０連隊第１大隊
独立守備隊歩兵第４～第６大隊 歩兵第６３連隊
憲兵隊 騎兵第８連隊第２中隊
混成第４旅団司令部 野砲兵第１０連隊第１中隊
混成第４旅団通信隊 飛行隊本部
混成第４旅団衛生班 飛行隊材料廠
混成第８旅団司令部 独立飛行第８・第９中隊
混成第８旅団騎兵中隊 飛行第７大隊第３中隊
混成第８旅団工兵小隊 飛行第８大隊第１中隊
混成第８旅団通信隊 自動車隊
混成第８旅団衛生班 第２野戦自動車隊
混成第３８旅団司令部 第２輸送監視隊
混成第３８旅団歩兵大隊 衛生隊
混成第３８旅団騎兵中隊 臨時派遣第１戦車隊
混成第３８旅団野砲兵大隊 鉄道中隊
混成第３８旅団工兵中隊 電信隊
混成第３８旅団通信隊 独立野戦重砲兵第８連隊第４中隊
混成第３８旅団衛生班 奉天・長春兵站司令部
歩兵第５連隊第２大隊 安東・大連兵站支部
歩兵第８連隊第１大隊 奉天・四平街停車場司令部
歩兵第１０連隊第２大隊 患者輸送部班
歩兵第１７連隊第３大隊

表５ １９３２年２月分需品費使用関東軍各部隊

出所：関東軍司令部「満州事件費使用方ノ件」（C０４０１１１４３８００～C０４０１１１４４０００）
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８師団＝弘前の歩兵第４旅団を中心とする混

成旅団），混成第８旅団（第１０師団＝姫路の

歩兵第８旅団を中心とする混成旅団），混成

第３８旅団（１９師団＝羅南の歩兵第３８旅団を中

心とする混成旅団）等，本土や朝鮮の旅団を

中心とする混成部隊が傘下に入っている。こ

のうち，第８・第１０師団の両師団は，図１に

よれば３２年４月から満州に駐屯したことになっ

ている（８）。したがって，満州事件費の動向を

把握するためには，関東軍だけではなく，こ

れら本土の師団が申請する満州事件費の動向

を検討することが不可欠の作業となる。

ここで，表３で比率の高い主要経費の内容

を検討しよう。第１に，糧秣費は，例えば３２

年２月分４６万６０００円（表３）の内容をみると，

経理部所管１０万４０００円では，兵士用精米・精

麦が２万２０００円，軍馬用燕麦・高粱等が８万

２０００円となっている。なかでも精米の軍需用

としても消費の増加は，外米の輸入を増加さ

せた可能性がある。

第２に，同じく２月分の運輸費は，表６に

あるように，兵器や守備隊，歩兵連隊，混成

旅団の輸送費であり，鉄道運賃，貨物自動車・

荷馬車の借上費などがこれに入る。単費とし

て最大の費目は鉄道運賃であり，いうまでも

なく満鉄（満鉄に経営を委託計された満州国

の国有鉄道を含む）に支払われた。

表７―１～７―４は兵器費の内訳である。ま

ず，表７―１は表３の１９３１年１２月分の兵器費

申請額２１万７８００円のうち，その大部分を所管

する兵器部の兵器費１９万５４００円の内訳を示す。

単品では飛行機と自動車の燃料（軽油とガソ

リン）が圧倒的である。３２年２月及び３月分

（表７―２，７―３）でもやはり自動車用の揮

発油とオイル，グリセリン（火爆薬原料）が

多い。

表７―４は，表３の１９３３年４～６月分の兵

器費申請額２４３万円の部隊別内訳である。野

戦兵器廠と野戦航空廠の使用する金額が多く，

両廠で全体の約９０％を占める。野戦兵器廠の

内訳をみると，揮発油，モービルオイル，グ

リス，木綿が，航空廠では鋼材，螺杆類，木

螺子類，爆弾懸吊金具，爆弾頭部安全金具を

はじめ，自動螺杆・鋲製作機，電気炉，旋盤，

ボール盤，各種試験機等，極めて多数の品目

がある（９）。

最後に，表７―５は３４年１～３月分の各部

隊別の兵器費で，野戦兵器廠の使用する揮発

油と各種オイル，グリセリンが主である。こ

れらの燃料やオイルの他には，自動車の修理

費が目につく程度である。

以上，関東軍の兵器費の内訳を簡単に見た

が，どの期間も燃料とオイル類が多い。もち

ろん，これらは輸入品であって，１９３１年～１９３４

年まで各年度の「原油及重油」の輸入量と輸

入額をみると，４５３，６０８，５６８，６６５，６１３，００９，

７４３，９８５千ガロン，金額では４４，０６３，５４，８８７，

６８，３４６，８２，４８２千円（１０）で，わずか４年間で数

量は約１．６倍，金額は１．９倍になっている。

関東軍の兵器費については，表３で示した

通り，極めて限られた月の金額とはいえ，そ

の金額は表１の陸軍省の満州事件費中の兵器

費をと比較して格段に小さい。しかもその内

容は燃料や修理費など兵器の維持管理費用が

司令部 １，４５８
経理部 ６３１
兵器部 ２９，９００
鉄道運賃 ２６，８９６
貨物自動車 １，８００
荷馬車 ５００

衛戍病院 ３７３
倉庫 ３，１７２
運輸部 ９５０
守備隊第２～第６大隊 ６，４０３
貨物自動車借上 ５００
馬車賃 １，０００
荷馬車（討伐用） ２８１

憲兵隊 ７３４
要塞司令部 ２５
混成第４旅団 ９８８
歩兵各連隊 １０，８９８
３８旅団各部 １６，１９９
騎兵第８連隊 １，７７０
野砲兵第８連隊 ２，９００

小計 ７６，４０１
運輸費 計 ９０，６２２

表６ 運輸費 ３２年２月分 （円）

出典：「満州事件費使用方ノ件」（C０４０１１１４４５００・C０４０１１１４４６００）
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製 品 金 額
飛行機用揮発油 ４５，０００
同ベンゾール ２０，０００
同フルゴール油 ５，４００
同カストル油 ３３，１２５
飛行機修理材料費 ６，０００
同部品消耗品 ４，０００
自動車用ガソリン ２０，０００
モービルオイル ３０，０００
自動車修理 １，０００
同部品 ５００
同工具 ５００
石油 １，２００
常用鉱油 ３７５
爆弾掛金具 １７，５００
アルコール ３００
複合油 ５００

小計 １８５，４００
木綿屑 １，２００
晒木綿 ２，０００
竹ブラシ ２００
桜布 ３０
手袋 １００
雑巾 ３０
蒸留水 １，０００
竹楊子 ３０
オコナイ線 １０
パラピン線 ６
サイモトロン ３００
乾電池 １，７４０
ホウ砂 ４０
腔中手入洗頭 ５０
動力代 ２５０
純硫酸 ８０
各種中判乾板 ６０
コンコーシャルペーパー ２１０
印画紙 ９５０
メントール １８９
ハイドロキシン ９６
無水硫酸曹達 ５０
無水炭酸曹達 ５０
窒素カリ ４０
次亜硫酸曹達 ４０
クロム明礬 １４
ウエス ３５
発電機械運転台 １，２００

計 １９５，４００

自動車用揮発油 ８，２００
モービル油 ６，５００
グリセリン ９，７５０
石油 １，０００
アルコール １，４５０
大豆油 １，１２０
常用鉱油 ４００
複合脂 ５００
爆弾用安全金具 ４，４００
自動車用修理材料 ２，０００

小計 ３５，３２０
兵器費総額 ７９，８５３

自動車用揮発油 １０，９５０
モービル油 ６，５００
ベンゾール ２，８００
グリセリン １３，６５０
石油 １，５００
アルコール ２，９００
大豆油 ２，８００
常用鉱油 ８００
格納用鉱油 ２，０００
モーターオイル ５，２００
アイスマシン油 １，６００
複合脂 １，５００
自動車用タイヤ ２，２５０
自動車修理費 ２，０００
飛行機修理材料 ２，０００

小計 ５８，４５０
兵器費総額 １０５，１３３

表７－１ 兵器部兵器費内訳（１）１９３１年１２月分

（円）

表７－２ 兵器部兵器費（２）

１９３２年２月分 （円）

表７－３ 兵器部兵器費（３）

３２年３月分 （円）
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部隊名 金額
関東軍陸軍倉庫 ７９０
衛戍病院 ２００
旅順要塞司令部 ３５８
独立守備隊 ２，６０２
旅順砲兵大隊 ２００
関東憲兵隊 ５，７９０
野戦兵器廠 １，７８６，６１９

揮発油 ２４６，７５０
モービル油 ３７，５００
グリス １０，１２５
石油 ７，０００
複合脂 ６，７８０
木綿 ８３，５００
乾電池 ８，３２０
自動車修理用部品 １５６，０００
職工給料・人夫費 ６３，５５５

野戦航空廠 ３６６，６２２
自動螺杆・鋲製作機 ７，０００
各種試験機 ５，４６０
鋼材各種 ２０，０００
螺杆類 １６，２００
木螺子類 ９，４５０
合板類 ９，０００
自動車用揮発油 １１，５５０
保弾子 ９，０００
爆弾吊掛金具 ２１，０００
爆弾頭部安全金具 ３０，０００
投下用落下傘 １５，０００
物品置棚 ７，９００
仕上台 ８，５００
職工給料・人夫費 ５５，１３０

飛行隊 ５７，８６１
鉄道第１連隊 ３６，５１６
野戦自動車隊 ５３，２４４
電信第３大隊 ２０，２７５
第１戦車隊 ４，３０８
臨時重砲兵中隊 ６００
高射砲第２大隊 １，５００
野戦重砲兵第９連隊 １，１００
兵站司令部・支部 ７５０
混成第１４旅団 １０，１４２
騎兵集団司令部 １３０
騎兵第１・第４旅団 ３，９５０
軍経理部 ７５，９４２

合計 ２，４２９，４９９

部隊名 金額
関東軍司令部 ４，８６０
野戦兵器廠 １，０９８，３２１
（１）揮発油 ３９９，１９０
（２）モービル油 ６６，７９１
（３）グリス ７，７９４
（４）オイル ５６２
（５）石油 ５，０１８
（６）アイスマシン油 ２，２５５
（７）グリセリン ３２，２３７
（８）アルコール ９，５６０
（９）複合脂 ５，４６０
（１０）乾電池 ２０，８２７
（１１）真空管 ２３，７３０
（１２）木綿布 ４６，６００
（１）～（１２）小計 ６２０，０２４

野戦兵器廠人件費 １００，１９３
野戦航空廠 ４５，２６３
飛行第１０～１２大隊 ６９，９４５
飛行隊教育隊 ４，６８０
自動車隊 ５１，７６０
電信第３大隊 １０，５３０
同人件費 ４，９８６
戦車第３大隊 １３，４２７
１月～３月兵器費総額 １，７６７，９６３

表７－４ 兵器費（４）１９３３年４～６月分

（円）

表７－５ 兵器費（５）

１９３４年１～３月部隊別 （円）

出所：「満州事件 費 使 用 方 ノ 件」（C４００１１６６４７００，C
０４０１１６６４８００）

（備考）
野戦兵器廠・航空廠の内訳は主要な費目のみを掲げた。

出典：「満州事件費使用方ノ件」（C０１００２９９７１００）
（備考）
野戦兵器廠の内訳は主要な費目のみ掲げた。

「満州事件費」はどのように使われたか（１）
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中心であって，本来の兵器は含まれていない。

では本来の兵器費は満州事件としてどのよう

に支出されたのか。

事変勃発の２カ月後，３１年１１月１５日付の関

東軍参謀長・三宅光治から陸軍次官・杉山元

宛の「兵器補充請求ノ件申請」（１１）によれば，

兵器を現品として奉天の関東軍兵器部へ至急

送付されたいとの文書があり，３２年式短刀

５０，３０年式銃剣５０，３８式歩兵銃５０等の請求書

が添付されている。また同年１２月９日付の

「陸軍兵器本廠長ヘ達」（１２）は，別紙の通り兵

器を調弁の上関東軍へ補充し，費用は満州事

件費の支弁とするとしている（ただし満州事

件費でいくら支払うのかという記載はない）。

別紙には，３８式歩兵銃，３年式機関銃，１１年

式軽機関銃，狙撃銃，狙撃砲，３０年式軍刀，１４

年式拳銃などの武器が記載されている。この

ような「達」はその後も，３２年１月２０日付

「陸軍兵器廠長ヘ達」（１３）（満州事件費で支出

する金額の記載なし），２月２０日付同（１４）（事

件費による支出は５万円），３月１日付（１５）

（同６万１０００円），５月２８日付（１６）（同３万５０００

円），８月３０日付（１７）（３３万３０００円）１２月２７日

付（１８）（６万６千円），などと続いて出されて

いるが，いずれも金額が少なく表１の兵器費

額には遠く及ばない。ただ，翌３３年５月の

「達」（１９）では，各種の武器を関東軍野戦兵器

廠へ補充することが記されており，金額も１９６

万円と格段に多い。関東軍の兵器調達費の実

態解明は今後の検討課題である。

築造費の内訳はほとんど判明しない。表３

によれば，関東軍の築造費は１９３３年度後半か

ら巨額になり，年間２０００万円を超えているが，

その内訳を示す資料は未見である。金額が極

めて小さいので築造費の全体を窺うことには

ならないが，表３の３１年１２月～３２年２月分の

築造費２０１５円は，防御材料・アンペラ・釘類・

麻袋・麻縄・針金・土嚢等（２０）陣地の構築費と

して使用されている。３２年３月分の築造費４４

万８０００円の内訳を示したのが表８で，部隊の

収容施設と飛行場の建設費が大部分を占めて

いる。続く４・５月分の同費５２万８０００円につ

いては，「不日認可予定」（２１）のために細目は不

明である。また３４年度の築造費として，煉瓦

４８万円（３０００万個），砂１３万９０００円（７万６０００

�），砂 利１０万１０００円（２万７０００�）計７２万
円（２２００万円の一部）という申請がある（２２）。

まとめ

満州事件費は，日本財政に衝撃を与えて以

後の軍拡財政の道筋をつけた。陸軍省の予算

は一気に２倍になり，海軍省も陸軍省には遠

く及ばなかったが満州事件費を計上した。満

州事変費をおそらく最も多く費消したのは関

東軍であろうが，兵器費という点では，兵器

廠に多額の事件費が流れ，生産された兵器は

関東軍に送られるとともに，飛行機や自動車

の燃料にも多大の出費をもたらした。関東軍

は，兵器費以外にも，陣地構築の費用である

築造費，軍隊や兵器の輸送に伴う運輸費，そ

して兵士や軍馬の食糧である糧秣費を計上し

た。兵器費の多くは燃料費に消え，運輸費は

錦州飛行場飛行庫その他構築 ５８，０００

哈爾賓飛行場飛行機庫その他構築 ７４，０００

奉天西飛行場飛行機庫構築 １０，０００

錦州部隊収容施設 ６５，０００

泰山沿線部隊収容施設 ２５，０００

斉々哈爾混成旅団収容施設 ７，０００

哈爾賓第２師団収容施設 ５０，０００

敦化守備中隊兵舎構築 １７，０００

大連関東倉庫梱包所構築 １０，０００

旅順兵器部倉庫梱包所構築 ４，０００

臨時構築物維持費 ４０，０００

工事費 計 ３６０，０００

屋根材料 ２４，０００

敷藁代用畳床 １２，０００

兵舎用上敷き １２，０００

材料費 計 ４８，０００

防御材料 ４０，０００

合 計 ４４８，０００

表８ 築造費 ３２年３月分 （円）

「満州事変使用方ノ件」（Ｃ０４０１１２０１１００）
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かなりの部分が満鉄への支払いに充てられた。

満州事件費は，交代で本土から派遣される

師団の他にも，本土の多数の師団費に計上さ

れている。それらの経費を分析しつつ，満州

事件費の支出構造全体を明らかにすることが

今度の課題となる。

（１）「満州事件費」については，三和良一「高橋

財政期の経済政策」（『戦間期日本の経済政策

史研究』東京大学出版会，２００３年 第９章）

が代表的な研究である。三和は，満州事変後

の軍事費のうち，民間に流れた物件費額を推

計し，その伸縮を機械工業生産額の伸縮と比

較することにより，日中戦争までの軍事費支

出が民間機械工業に与えた影響は限定的で，

換言すれば，民間機械工業は軍需に依存しな

い「平和的な発展」の可能性が高かったと結

論している。

本稿は，このような指摘を念頭に置きつつ

も，満州事変後一挙に拡大する満州事件費の

内容にもう少し詳しく立ち入って，その支出

の特徴を検討してみたい。

（２）外務省編『日本外交年表竝主要文書』下，２１７

頁。

（３）平井廣一「『満州国』一般会計目的別歳出予

算の動向」（北大『経済学研究』５２�４，２００３年）
１１５頁。

（４）「満州事変ニ伴フ経費支出竝ニ整理ニ関スル

件陸軍一般ヘ通牒」（１９３１年１０月９日付 陸軍

次官 杉山元）によれば，関東軍司令官隷下

または指揮下部隊（関東州に在るものを除く）

の俸給及び戦時増給は陸軍省の経常費である

「軍事費」の「俸給」の費目によって支払い，

需品費，郵便電信費，糧秣費，兵器費，馬匹

費，患者費，運輸費，築造費，旅費，傭給，

雑費，接待費，機密費，特別賜金の１４項目に

ついては，１９２８年５月の済南事件の経費であ

る「支那事件費補足」を前例にしている（C
０１００２６５１２００）。また，翌１９３２年２月２０日の杉

山による通牒にも，１０月９日付の通牒を自然

消滅させ，改めて満州に在る部隊の経費で，

俸給（戦時増給を含む）は経常費の軍事費・

俸給から支弁し，それ以外の経費は満州事件

費の支弁とする，とある（C１００２６５５３００）。一

方，表１の満州事件費には俸給の欄があり，

おそらく軍人の階級による支払区分があると

推測できる。

（５）中山隆志『関東軍』（講談社選書，２０００

年），１９，４０～４１頁。

（６）『近代日本総合年表』（岩波書店）によれば，

第２師団の主力は３１年１１月に派遣されたこと

になっている。

（７）「満州事変に於ける軍の統帥」（『現代史資料』

１１ 続・満州事変），４６９頁。このうち第２師

団は斉々哈爾，哈爾賓を占領し，２０師団が錦

州を占領した。なお，第１９師団から１９３１年１２

月に，混成第３８旅団の他，間島派遣隊，琿春

派遣隊が出動している（「満州事件費使用方の

件」C０４０１１４２７８００）
（８）これらの師団は，派遣から約１０カ月後の３３

年２月に編成改正を行なっている（「編成及編

成改正完結ノ件」C０１００２８４６２００）
（９）これらの雑多な製品の調達が民間機械工業

にどのような影響を与えたのかは今後の検討

課題となる。なお，『東洋経済新報』第１５３６号

（１９３３年２月１８日刊）は，「事業界 軍需工業

会社の近況」という特集記事を組んで，新潟

鉄工・戸畑鋳物・浦賀船渠・川崎造船所等１９

社の経営状況を紹介し，軍需によって軒並み

経営が好転したことを紹介している。目を通

すと，海軍によるディーゼルエンジンの発注

の効果が大きいようである。

（１０）『日本外国貿易年表』各年版。

（１１）C０４０１１１２０２００。
（１２）C０４０１１１２０１００。
（１３）C０１００２７６１２００
（１４）C０４０１１１８２２００
（１５）C０４０１１２９１１００
（１６）C０４０１１２９１７００
（１７）C０１００２８２５６００
（１８）C０４０１１５６７５００
（１９）C０１００２８８５２００
（２０）C０４０１１２００１００
（２１）C０４０１１２８３０００
（２２）C０４１０１２０９４００

〈付記〉

本稿は，本学の開学５０周年とともに，経済学

部・酒井徹教授の通常専任ご定年を記念して執

筆したものである。

「満州事件費」はどのように使われたか（１）

― 225 ―



［Abstract］

How Was the Public Expense of the Manchurian Incident
Used� ���

Hirokazu HIRAI

In September 1931, the Manchurian Incident began, and the army expenses of the
Japanese Public Finance doubled, and the naval expenses also increased. The increase of
these expenses occurred due to the special expense （called Manshu�jiken�hi） of the
Manchurian Incident, and this expense occupied 40% of the total army expense and
amounted to 3�5 times of the army expense of Man�chu�kou（the Japanese puppet state
established in 1932）. The expense of this incident was mainly used by the army（named
Kwan�tou�gun）located in Man�chu�kou. This army commanded the army sent from Japan
and colonial Korea. Among the expenses, the expense for weapons and construction of
facilities was the highest, followed by the expense for food and transportation. Among the
expenses for weapons, much was spent on gas and oil, on maintenance of military aircraft
and vehicles, and on transportation fare paid to the South Manchurian Railway Company.
Generally, the expense of the Manchurian Incident expanded imports and stimulated
Japanese heavy industry.

Key words：Manchurian Incident, Army Stationed in man�chu�kou, Military Expense
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